名前

                              小町 祐史　　　　

名前とは，一般的にはオブジェクトの識別子(identifier)である。識別子である以上，少なくともある程度の局所的一意性が求められる。つまり一つの家庭の中で親子・兄弟は互いに異なる名前を付けることが多い。しかしこの一意性は局所的であるが故に，常に確保されているわけではない。家庭の中では一意な名前も，一歩外の組織に出るとその一意性が失われることはしばしば経験する。学校のクラスの中に"山本太郎さん"が二人いるとき，私たちはいつのまにか， "太った山本太郎さん"，"痩せた山本太郎さん"などのように接頭辞(prefix)を付加して，そこでの一意性を確保してきた。

広域的かつ一般的に一意性を確保しようとすると，命名法(naming rule)を決め，登録等の手続きによってその内容を管理する必要がある。国際標準化機構(ISO)はこの問題を早くから重視して，広域に及ぶ分散環境において一意にオブジェクトを特定するための方策を検討し，幾つかの分野で一意命名法の標準化を実施してきた。文書の記述と交換を目的とする一連の規格の中では，SGML公式公開識別子，構造化名などの命名法が用いられている。それらを一般化して公開識別子と呼び，その命名法，特に所有者名についての命名法と登録手続きとをISO/IEC 9070(JIS X 4172)が規定している。XML関連オブジェクトについては，XML名前空間(JIS X 4158)の導入によって，一意性の確保が行われている。

しかし一意性[1]だけが名前の機能ではない。読み(呼び)易さ[2]，簡潔さ[3]，さらにはオブジェクトの特徴をある程度示すメタデータ的な情報[4]までが求められることもある。書籍の標題(書名)などは，これらの機能要求の充足が強く求められる例であろう。一意性については，ISO/IEC 9070の中でも規定されているISBNが付与されるため，強くは求められない。同時期に発行される類書，過去の名著と同じでなければ，その書名は許されるであろう。IEC/TC100では，文書の一意識別子としての文書番号(100/1138など)に，ある程度の関連情報を付与したいとする要求が出されたが，その後の検討は進んでいない。

特徴が時間的に変化するオブジェクトの命名は，[4]の機能が求められるとき，かなり困難を伴う。"チビ"と名付けられた犬が巨大に成長してしまったとき，人はこの問題を強く感じる。反対に，オブジェクトが時間的に極めて安定であり長期間にわたって存在する場合，新たな望ましい命名法が考案されても旧来の名前を変更することがかえって混乱を起こすために，それを適用することが難しくなることもある。文化遺産を扱う博物館の収蔵品などの名前は，その例であり，既に一意性という観点では破綻をきたしている(1)ものも少なくない。ある博物館には，"鉄絵草花文蓋付椀"という名前の収蔵品が幾つもある。

識別子はそれを交換するとき，表記法と符号化とが問題となる。これらは既にISO/IEC 9070でも言及されている。最近の画像電子学会年次大会で，異体字構造に関する講演(2)があった。これは名前を漢字表記する際に，異体字によって現れる表記の揺れの範囲を構造的に厳密に規定し，表記まで含めた一意性をある程度定量的に把握する際に有効な技術と思われ，今後の調査研究が期待される。
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